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１　事業の概要
① 事業概要

②平成28年度の実績・活動内容・効果・課題等

③平成29年度以降の事業計画

④対象（誰、何を対象としているのか） ⑤意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）

⑥結果（どんな結果に結び付けるのか）

３ 主な支出状況

総合戦略主要事業担当課評価シート

31年度

所属係 課長名
地域包括支援
センター

大川　潤一

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

27年度

28年度

29年度

さりげない気遣いや目配りにより地域の中の変化に気づき、支援する機関に知らせなど、深刻な状況に陥るのを事
前に防ぐことができる。

地域の中で見守りを希望する人。
人とのつながりができ、必要により支援する機関に知ら
せることが可能となる。

見守りを希望する方の自宅に見守り活動員が定期的に訪問することで、人とのつながりができ、必要により支援する
機関に知らせることが可能となるように、平成28年度に養成講座を2回、活動報告会を1回開催。
見守りを希望する方の数が想定より少ない状況であったが、今後の見守り体制の整備につながる事業である。

30年度

国立市社会福祉協議会への補助金　269,317

30年度

年度 主な支出内容（件名、金額を記載）

平成28年度と同様の事業を予定。ただし、市が社会福祉協議会へ補助金を支出するのは平成28年度のみ。

所属部 健康福祉部 所属課
地域包括ケア
推進担当

２．安心・安全なまちづくりを推進する

③住み慣れた地域で高齢者が安心して暮らせるまちづくり

高齢者の見守りネットワーク事業

基本目標

施策名

事業名

目標値

82
（31年度）

地域の中でさりげない気遣いや目配りにより地域の中の変化に気づき、支援する機関に知らせなど、深刻な状況に
陥るのを事前に防ぐことができる見守り体制の整備を行う。
国立市社会福祉協議会によるくにたちエールネットとして見守りを希望する方と見守る方とをマッチングすることによ
り、ゆるやかな見守りから一歩進んだ見守り体制の構築につながることが可能となる。

29年度

62
（31年度）

46 76 82

31年度26年度

80.5 79.8 80.0

27年度 28年度単位

％

指標

要介護者のうち在宅で過ごす人の割
合

自主活動グループ数（活動場所） 箇所


